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研究成果の概要（和文）： 本研究は，20代女性の子宮頸がん検診受診率向上を目的として携帯

メルマガによる継続的性教育介入を行い，その後の子宮頸がん検診受診・HPV ワクチン接種行

動を追跡した．携帯メールを用いたランダム割り付け無記名アンケート登録システムにより無

作為に対象を 2群に分け，介入効果を検討した．性教育介入後，がん検診受診率，ワクチン接

種率に有意差はなかったが，携帯メールを用いた登録回答システムの運用方法が確立され，今

後様々な教育介入効果の評価へ幅広く応用可能と考えられた．  

 

研究成果の概要（英文）： Evaluation of a sex education program to improve participation 

rates in smear tests for women in their 20s. Using an e-mail registration system, 

participants were randomly divided into an ordinary and a reinforced education group. 

Behavioral results relevant to screening and HPV vaccination were compared on the basis 

of the e-mail questionnaire. Cervical cancer screening rates and HPV vaccination rates 

of the ordinary vs. reinforced group were 9.4%:11.4% and 9.4%:11.4%, showing no 

significant differences.  Through this investigation, operation procedures were 

established for a registration-based response system using e-mail.  
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１．研究開始当初の背景 

近年わが国において，性交開始年齢の低齢

化に起因して子宮頸がん発症の若年化が進

行している．子宮頸がんの原因は Human 

papilloma virus (HPV) 感染であることが明

らかになり，思春期前の女性への接種により

約 70%が予防できる HPVワクチンが開発され，

わが国でも 2009 年度に発売となり，女子中

高生に公費負担で接種が行われている． 

欧米における子宮頸部細胞診による子宮

がん検診は，民間保険及び医療機関の勧奨が

強いことと住民に対する性教育が充実して

いることより，約 70～80％と高い受診率を保

っている．しかし，わが国の 20代女性は HPV

感染についての性教育を受けていない世代

であり，10代から性交経験率が高く発癌の高

危険群であるにもかかわらず，2010年の報告

ではわが国の子宮頸がん検診受診率は 20～

24歳で 10.2%，25～29歳で 24.2%と低かった． 

 河野らが 10 代女性における子宮頸部細胞

診に関する研究によると，337 名の性交経験

のある 10 代女性で細胞診異常は 7.1％（Ⅲa 

23 例、Ⅲb1 例）と予想以上に高く（河野美

江，他 6名：10代女性における子宮頚部擦過

細胞診の意義.日本臨床細胞学会誌 40（1），

P1〜P3，2001）， 10 代女性の HPV 陽性率は

27.5%と高かった（河野美江，他 2 名：当科

外来を受診した 10 代女性の性行動と性感染

症〔（財）東京保健会 2002 年度臨床研究助

成研究〕.病態生理 39（1）P19〜P22，2005）．

それにもかかわらず大学 1年生 274名を対象

としたアンケート調査では，子宮頸がんにつ

いて「名前も病気も知っている」と答えた学

生は 12.8%と非常に少なく、子宮頸がんに関

する教育が不十分な現状が明らかになった

（河野美江，小海志津子:大学 1 年生におけ

る子宮がんに対するアンケート調査報告.島

根医学 29（4），P22~P25, 2009）． 

 そこで河野らは，若者に普及している携帯

メールを用いて， 20 代女性の性行動の改善

と子宮頸がん検診の受診という行動変容を

計るため継続的性教育プログラムを実施し，

携帯メールを用いたアンケートによりプロ

グラムの評価を行うことにより，わが国の 20

代女性の子宮頸がん検診受診率向上のため

に必要な施策を明らかにすることを目的と

して，本科学研究費の申請を行った．  

 
２．研究の目的 

研究開始時の以上の研究状況に鑑み，本研

究では，研究目的を次のように設定した. 

（1）島根県内で子宮頸がんに関する講演会

を実施し，講演会参加者に対して性交経験，

子宮頸がん検診歴など子宮頸がんや女性の

健康に関するアンケート調査を行い，実態を

明らかにする． 

（2）講演後に， 20代女性に対して携帯メル

マガによる継続的性教育介入を行い，その後

の子宮頸がん検診受診・HPV ワクチン接種行

動をメールアンケートにより追跡する．ラン

ダム化比較試験により介入効果を検討する． 

 
３．研究の方法 

上記の研究目的に基づいて，本研究では次

のような方法で研究を行った． 

2010年 7月より 2012年 10月まで，島根県

内で 10～50代の男女 1161名に対し子宮頸が

んに関する講演を 37 回行い，講演前に性交

経験，子宮頸がん検診歴などついてアンケー

ト調査を行った．講演後に 20 代女性に携帯

メールを用いた性教育プログラムについて

説明し，同意・登録のあった 389名を対象と

した（表 1）．対象者は年度内に 20 歳になる

者を含めた． 

対象者の性交経験率は 58.7%で，性交経験



者の子宮頸がん検診受診率（直近 2年以内）

は 21.1%であった．子宮頸がん検診未受診者

における未受診の理由は「子宮頸がん検診の

受け方がわからない」が 21.8%と最も多く，

次いで「時間がない」が 20.8%，「お金がかか

る」が 19.3%，「子宮頸がんについて知らない」

が 9.1%，「恥ずかしい」が 8.1%，「診察が怖

い」が 8.1%，「面倒くさい」が 7.1%，「自分

は子宮頸がんにはならないと思う」が 2.5%，

「検診結果が不安」が 0.5%，その他 2.0%で

「地元で無料で受けられる通知が来たが，遠

くで一人暮らしのため受けに帰れない」とい

う記述があった． 

対象者を携帯メールを用いたランダム割

り付け無記名アンケート登録システムによ

り無作為に 2群に分け，普通教育群 192名と

強化教育群 197名に割り付けた．普通教育群

は講演後 1ヵ月から 3ヵ月毎，強化教育群は

講演後 1ヵ月から毎月，１年間携帯メルマガ

による性教育プログラムを送付した．健康情

報メルマガの内容は、1 カ月目：県内の子宮

頸がん検診情報，2 カ月目：DV（ドメスティ

ック・バイオレンス）について，3 カ月目：

子宮頸がん予防ワクチンについて，4 カ月

目：性感染症について，5 カ月目：緊急避妊

ピルについて，6 カ月目：子宮頸がん検診を

受けて早期発見できた例，7 カ月目：子宮頸

がんワクチンの公費負担について，8 カ月

目：ダイエットについて，9 カ月目：乳がん

検診について，10カ月目：月経周期について，

11カ月目：低用量ピルについて，12カ月目：

子宮頸がんについてとし，詳しい内容は筆者

が作成しているホームページ「女の子のため

の ER」，「子宮を守ろう」にリンクさせた．メ

ルマガ送付翌日に子宮頸がん検診受診・HPV

ワクチン接種についてメールでアンケート

を行った．メールアンケートは，１回でも回

答があれば回答ありにし，普通教育群と強化

教育群における行動結果を比較した．この教

育プログラムは現在進行中であり，評価は中

途のものも含めて行った．結果の比較はχ2

検定を用いた． 

メールのアンケートは SSLで送付し，独自

のサーバを用いて個人情報保護に十分に注

意した．本研究は島根大学医学部倫理委員会

の承認を得て行った． 

 
４．研究成果 

(1) 子宮頸がんに関するアンケート結果 

子宮頸がんについて「名前も病気も名前も

病気も知っている」が 61.0%，「名前だけ知っ

ている」が 38.0%，「知らない」が 1.1%で，「知

っている」と答えた人の情報源は，学校の授

業 74.0%，テレビ番組 15.6%，医療機関 6.2%，

本・雑誌 4.1%であった．「20～30 代女性に

増加していること」を「知っている」が 83.7%，

「知らない」が 16.3%で，「HPV が原因であ

ること」を「知っている」が 77.0%，「知ら

ない」が 33.0%であった．「20歳からの頸が

ん検診受診」を「知っている」が 81.8%，「知

らない 」が 18.2%で，「検診受診で重要な項

目（2 つ選択）」は，「料金が無料・安い」

が 65.3%，「女性医師が担当」が 46.4%，「プ

ライバシーが守られる」が 38.9%，「休日や

夜間の検診」が 13.1%，「学校や家の近くで

できる」が 9.9%，「自分で出来るキット」が

6.9%，「検診前の詳しい説明」が 6.4%，「婦

人科受診のついでに検診 」が 5.9%，「イベ

　　　　　　　    　　　　　　                     　　表 1　　　対象 (%)

職業 学生 会社員 公務員 
 339/37（90.6%） 24/374 （6.4%） 4/374（1.1%）

婚姻状況 未婚 同棲 結婚
359/374 (96.0%) 7/374 (1.8%)  6/374(1.6%)

性交経験 あり なし　
218/371(58.7%) 153/37（41.2%）

性交経験者の子宮頸がん検診受診 2年以内にあり 2年以上前にあり なし

 46/218 (21.1%) 　4/218 (1.8%) 　168/218（77.1%）



ントでの検診」が 4.3%であった． 

HPVワクチンについて「知っている」が 62.6%，

「知らない」が 37.4%で，「知っている」と

答えた人の接種希望は「すでに受けた」が

3.1%，「希望する」が 54.2%，「説明を聞い

て考える」が 40.5%，「希望しない」が 2.2%

であった．「ワクチン接種で重要な項目（2

つ選択）」は，「料金が無料・安い」が 78.3%，

「 集団接種 」が 26.6%，「プライバシーが

守られる」が 26.4%，「女性医師が担当」が

25.8%，「内科や小児科で接種」が 22.3%，

「接種前の詳しい説明」が 17.6%であった． 

（2) 女性の健康についてのアンケート結

果 

「婦人科受診に対する抵抗」は「あり」が 

59.6%，「なし」が 40.4%で，「婦人科での気軽

な健康相談の希望」は「あり」が 97.2%，「な

し」が 2.8%であった．「女性の健康で知りた

い情報（2 つ選択）」は，「女性特有の病気の

情報や治療方法」が 73.3%，「子宮頸がん検診

や乳がん検診が出来る病院や集団検診の情

報」が 43.6%，「月経前の不調や摂食障害の情

報」が 21.1%，「避妊や性感染症の情報」が 

20.3%，「妊娠に関する情報」が 16.8%，「どの

病院にどの専門医がいるか」が 16.3%であっ

た．「参考にする健康情報源（2つ選択）」は，

インターネット 77.7%，本・雑誌 41.5%，テ

レビ番組 27.3%，医療機関 22.0%，パンフレ

ット 12.8%，講演会 7.5%で，「最も参考にす

る情報源」は，医療機関 35.0%，学校からの

情報 28.9%，家族・知人の話 14.6%，テレビ

番組 12.6%，自治体からの情報 4.2%，NPO か

らの情報 2.2%，インターネット 1.1%であっ

た． 

(3)メールアンケートの結果（表 2） 

メールアンケートの回答率は普通教育 

33.3%，強化教育群 35.5%で，既往受診者は普

通教育群 19.3%，強化教育群 15.3%であった．

メルマガ送付 1年以内の子宮頸がん検診受診

率は普通教育群 9.4%，強化教育群 11.4%で，

HPVワクチン接種率は普通教育群 9.4%，強化

教育群 11.4%で，携帯メルマガによる性教育

介入後，両群を比較して頸がん検診受診率，

HPV ワクチン接種率に有意差は認められなか

った． 

先行研究において，子宮頸がん検診未受診

者が受診しない理由は「時間がない／面倒」

「費用がかかる」「子宮頸がんに関する“知

識不足”」が多かったことより，今回作成し

た健康情報メルマガでは，県内の子宮頸がん

検診情報や子宮頸がん予防ワクチンについ

て，子宮頸がんワクチンの公費負担について，

など 20 代女性が知りたいと思われる情報を

送付したが，受診率向上にはつながらなかっ

た． 

また，携帯メールを用いたメルマガによる

継続的性教育プログラムでは，今回は対象者

を島根県内の女性に限定し，メルマガの情報

も県内の医療機関や検診情報を中心に性に

関する情報を送付した．「メルマガの情報が

有用であった」と回答した人は，普通教育群

92.2%，強化教育群 88.6%で，教育的効果はあ

ったと考えられる． 

今回，講演の後に研究の説明を行い，同意

を得た対象者に 1年間メルマガを送付し，ア

ンケート結果を追跡することができる「携帯

メールを用いた登録回答システム」の運用方

法が確立された．今後，様々な教育介入効果

　　　　　　　表 2　メールアンケートの結果 (%)

普通教育群 強化教育群

メールアンケート回答数 64/192 (33.3%) 70/197 (35.5%)

平均観察期間 （月） 10.6±2.5 10.6±2.4

最近2年以内の頸がん検診受診 11/57 （19.3%） 9/59 （15.3%）

メルマガ送付1年以内の検診受診 6/64  （9.4%） 8/70 （11.4%）

メルマガ送付1年以内のワクチン接種 6/64　（9.4%） 8/70 （11.4%）

メルマガ情報の有用性あり 59/64 (92.2%) 62/70 (88.6%)



の評価へ幅広く応用可能と考えられた． 

（4）今後の課題 

メールアンケートの回答率は普通教育群

33.3%，強化教育群 35.5%と低かった．民間調

査会社がマーケティング・リサーチを目的と

して行うインターネット調査は，ほぼ例外な

く謝礼を伴っており，毎日多量のメルマガが

送付されている若者にとっては，謝礼という

メリットがないと簡単に消去してしまうこ

とが考えられる．今後，メールアンケートへ

の謝礼について考慮する必要があると考え

られる． 

また，今回 20 代女性に対して携帯メルマ

ガによる継続的性教育介入を行い，子宮頸が

ん検診受診率・HPV ワクチン接種率向上につ

ながらなかった点は今後の大きな課題であ

る．英国においては National Call/Recall 

System の導入により子宮頸がん検診受診率

が 40％から 85％に増加したと報告されてい

る（Quinn M, Babb P, Jones J, Allen E.  

Effect of screening on incidence of and 

mortality from cancer of cervix in 

England: evaluation based on routinely 

collected statistics. BMJ 1999；318：904

－908.）が，この System が家庭医の登録リ

ストから受診対象者名簿を作成し，それをも

とに個人へ受診勧奨を行うという，ある程度

強制力を持つ公的な受診勧奨であるのに対

し，我々の作成した携帯メルマガによる継続

的性教育プログラム・携帯メールを用いた登

録回答システムは，受診する医療機関も個人

の自由に委ねられている点が大きく異なる．

個人情報保護の観点より，わが国では検診結

果のフォローアップでさえも十分に追跡で

きない現状があり，英国のようなシステムを

直ちに構築するのは困難と考えられる．ただ，

女性の健康についてのアンケート結果より，

「婦人科受診に対する抵抗」は 59.6%とある

ものの，「婦人科での気軽な健康相談」は

97.2%の人が希望しており，「女性特有の病気

（子宮筋腫、子宮内膜症、子宮がん等）の情

報や治療方法」「子宮頸がん検診や乳がん検

診が出来る病院や集団検診の情報」を多くの

女性が知りたがっていることを考えると，健

康情報メルマガに近隣の病院への予約シス

テムや集団検診情報を連動させることによ

り，受診率向上につなげる可能性が示唆され

た．今後さらに検討を進めたい． 
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